
１ 　 岡山大学の理念・ 目的等

１ 　 岡山大学の理念 　 　 　 “ 高度な知の創成と 的確な知の継承 ”

人類社会を 安定的， 持続的に進展さ せる ためには， 常に新たな知識基盤を構築し ていかねばなり ません。 岡山大学は， 公的な知

の府と し て， 高度な知の創成（ 研究） と 的確な知の継承（ 教育と 社会還元） を 通じ て人類社会の発展に貢献し ます。

２ 　 岡山大学の目的　 　 　 “ 人類社会の持続的進化のための新たなパラ ダイ ム構築 ”

岡山大学は，「 自然と 人間の共生」 に関わる ， 環境， エネルギー， 食料， 経済， 保健， 安全， 教育等々の困難な諸課題に対し ，

既存の知的体系を 発展さ せた新たな発想の展開によ り 問題解決に当たる と いう ， 人類社会の持続的進化のための新たなパラ ダイ ム

構築を 大学の目的と し ます。

こ のため， 我が国有数の総合大学の特色を 活かし ， 既存の学問領域を 融合し た総合大学院制を基盤にし て， 高度な研究と その研

究成果に基づく 充実し た教育を 実施し ます。

３ 　 岡山大学の学位授与と 教育課程編成・ 実施の方針

１ ） 学位授与方針（ ディ プロ マ・ ポリ シー）

従来の「 学部教育」 は組織に着目し た教育であり「 何を教える か」 が主体でし たが，岡山大学は「 何を 教える か」 ではなく 「 何

を 身に付けたか」 が重要である と 考え， 卒業生の質を保証でき る 教育を行っ ていき ます。 そのために本学では保証すべき 卒業

生像を 明確にし ， 卒業に際し ， 当該課程における 学位を 授与する 要件と し て学生が身に付けている べき 能力を明示し ます。

岡山大学ディ プロ マ・ ポリ シー

岡山大学では， 各学部所定の期間在学し ， 所属学部の定める授業科目を履修し て， 所定の単位数を取得し ， 以下の学士力を
基本的に修得し た学生に学位を 授与する 。

人間性に富む豊かな教養【 教養】
世界の多様な課題に対し て関心を 持ち ， 主体的な課題解決に向けての論理的思考力・ 判断力・ 創造力を 有し ， 先人の足跡
に学び， 人間性や倫理観に裏打ち さ れた豊かな教養を 身につけている 。

目的につながる専門性【 専門性】
専門的学識と 時代を担う 技術を 身につけている と と も に， それら と 自然・ 社会と のつながり を 意識し ， 持続可能な社会の
実現に貢献でき る 。

効果的に活用でき る 情報力【 情報力】
必必要に応じ て自ら 情報を 収集・ 分析し ， 正し く 活用でき る 能力を有する と と も に， 効果的に情報発信でき る 。

時代と 社会を リ ード する行動力【 行動力】
多様性や包摂性と いっ た共生・ 共創のための国際感覚と と も に， 社会生活に求めら れる コ ミ ュ ニケーショ ン 能力を 有し ，
持続可能な社会の実現に向けて， 的確に行動でき る 。

生涯にわたる 自己実現力【 自己実現力】
自立し た個人と し て能力や強みを 発揮し ， 生涯にわたっ て自分と 他者または社会と のつながり の中で調和を保ち つつ， 人
類全体の発展に貢献でき る 。

２ ） 教育課程編成・ 実施の方針（ カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー）

１ ） で記し た学位授与方針を 効果的に実現する ために， 岡山大学では学部・ 学科等の教育単位でどのよ う にカ リ キュ ラ ムを

編成し 実施し ていく かを 明確にし ， 学生が習得すべき 教育上の力（ DP で表現さ れる も の） を 効果的に身に付けさ せる ために

授業（ カ リ キュ ラ ム） の編成の方針を 明示し ます。

岡山大学カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

岡山大学は， 本学のディ プロ マ・ ポリ シーに掲げる学士力（ 人間性に富む豊かな教養， 目的につながる 専門性， 効果的に活
用でき る 情報力， 時代と 社会を リ ード する 行動力， 生涯にわたる 自己実現力） を 備え， 世界の多様な課題に取り 組むこ と ので
き る人材を 育成する ため， 教養教育科目および専門教育科目を提供し ています。

教養教育科目は， 全学部の学生が共通に受ける 授業と 位置付け， 学生自身の専門に偏る こ と のないよ う ， 幅広い学問領域の
科目群の履修を求める カ リ キュ ラ ムを 設定し ています。 また， 専門教育科目は， 学生が属する 学部・ 学科等に特有の授業内容
で構成さ れ， 各学部・ 学科等の教育目的に則し た科目群の履修を 求めるカ リ キュ ラ ムを 設定し ています。 こ れら 教養教育科目
なら びに専門教育科目を 体系化し たカ リ キュ ラ ムを 編成し ， 学生に提供し ます。 また，『 人類社会の持続的進化のための新た
なパラ ダイ ム構築』 と いう 本学の目的を 踏まえ， 持続可能な社会の実現に貢献でき る 人材育成を 意識し た学修方法・ 学修過程，
学修成果の評価に取り 組んでいます。

【  参 考 】

岡山大学管理学則

（ 大学の目的）

第１ ０ 条　 広く 知識を 授け深く 専門の学芸を教授研究し て， 知的， 道徳的及び応用能力を 展開さ せ， 日本国家及び社会の有為な

形成者を育成する と と も に， 学術の深奥を 究めて， その成果を 広く 社会に提供する こ と によ り ， 世界文化の進展に寄与する こ と を

目的と する 。

岡山大学管理学則

（ 大学院の目的）

第５ ３ 条　 岡山大学大学院は， 学術の理論及び応用を 教授研究し ， その深奥を き わめ， 又は高度の専門性が求めら れる 職業を 担

う ための深い学識及び卓越し た能力を培い， 文化の進展に寄与するこ と を 目的と する。

２ 　 大学院のう ち， 学術の理論及び応用を 教授研究し ， 高度の専門性が求めら れる職業を 担う ための深い学識及び卓越し た能力

を 培う こ と を 目的と し たも のは， 専門職大学院と する 。
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２ 　 工学部工学科の理念・ ポリ シー

１ 　 工学部の学位授与方針

工学部は， 人間， 社会， 環境等の何れにも 配慮し ， 人類の存続と 繁栄に必要な科学技術の発展のために， 基礎研究と 応用研究に

邁進し ， 先端的研究を志向し ， その成果を基に国内外及び地域に貢献する ために， 大学院と 連携し た特長ある教育システムにより

高度専門技術者，若手研究者の育成を行います。 その育成にあたっ ては，工学部なら びに各学科は，学生が卒業する 際に以下のディ

プロマ・ ポリ シー（ DP） に掲げる 学士力が身につく こ と を目標と し ています。

また，学生が履修する授業科目によ っ て「 何ができ る よ う になる か」 を 明確化し ，どのよう な学修成果を 上げれば卒業を 認定し ，

学位を 授与する のかと いう 方針を でき る 限り 具体的に示すこ と を 目的と し て， 観察可能な能力（ ＝コ ン ピ テン シー） を 学部Ｄ Ｐ ，

学科Ｄ Ｐ 等に対応さ せて明示し ています。

工学部ディ プロ マ・ ポリ シー

岡山大学工学部は， 幅広い視野を 持ち ， 社会課題を 発見・ 把握し ， 主体的に解決でき る 創造的な工学系人材を 養成する こ

と によ り ， 本学の理念「 高度な知の創成と 的確な知の継承」 に貢献し ます。 その実現に向けて， 以下のよ う な養成すべき 自

立し た技術者・ 研究者像を 設定し ， 学部一丸と なり 教育に取り 組みます。

１ ． 豊かな教養と 国際感覚を 身につけており ， 多様化する社会の諸問題を 発見・ 把握し ， 主体的に解決でき る 基礎能力と 論理的思考

力を発揮でき る技術者・ 研究者

２ ． 工学を 支える理系基礎知識， 及び高度な専門知識や最先端の技術を 修得し ており ， 自己学習により 発展でき る素養を持つ技術者・

研究者

３ ． 工学の特定専門分野だけでなく 他の幅広い分野についても 知識を 有するこ と により， 持続可能な社会実現のため， 複合的な諸問

題にも 取り 組む能力を有する技術者・ 研究者

４ ． 工学分野の課題探求・ 解決， 創成のための実践能力， コ ミ ュ ニケーショ ン 能力と リ ーダーシッ プを 身に付けている 技術者・ 研究

者

上記の理念に基づき ， 工学部に所定の期間在学し ， 所定の単位を 修得し た学生に対し ， 以下の能力を 身に付けたも のと 認

定し ， 学士（ 工学） の学位を 授与する 。

工学部 DP・ コ ン ピ テン シー

学部 DP 学部 DP 要素 学部 DP 詳述 コ ンピ テンシー コ ンピテンシー詳述

教養１
多面的に 考え る 素

養と 能力【 教養１ 】

持続可能な 開発目標（ SDGs）

に掲げら れて いる 多様性と 包

摂性のある 社会の実現のため，

技術者・ 研究者と し て， 今日

的課題について の知識， 多面

的に物事を 考え る 素養と 能力

を身に付けている。

俯瞰的な課題把握と 総

合的な調査

今日的課題， 多様な考え方， 事実等に関し ，

意見や結論を 述べる ための俯瞰的な課題把

握と 総合的な調査をするこ と ができ る。

多様性の理解と 社会参

加

持続可能な社会実現のため， 多様な地域や

文化を 理解し ， その中で活動する こ と がで

き る。

教養２
技術者・ 研究者倫

理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影

響や効果， 技術者・ 研究者が

社会に対し て 負っ て いる 責任

な ど を 理解し ， 技術者・ 研究

者と し て の倫理能力を 身に付

けている。

技術者・ 研究者責任の

理解

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技

術者・ 研究者が社会に対し て負っ ている 責

任を理解し 説明するこ と ができ る。

技術者・ 研究者倫理の

理解

技術者・ 研究者と し ての倫理的責任を 認識

し 説明する こ と ができ る。

専門性１

工学系人材と し て

の基礎知識の活用

能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学， 工学， 及び

情報・ 数理データ サイ エ ン ス

に関する 基礎知識の活用能力

を身に付けている。

数学の知的基盤

数学分野の基礎知識を 修得し ， こ れら の知

識を 技術的専門知識と 関連づける こ と がで

き る。

工学・ 自然科学の知的

基盤

工学・ 自然科学分野に関する 基礎知識を 修

得し ， こ れら の知識を 技術的専門知識と 関

連づけ， 整理するこ と ができ る。

情報・ 数理データ サイ

エン スの知的基盤

情報・ 数理データ サイ エン ス分野の基礎知

識を 修得し ， こ れら の知識を 技術的専門知

識と 関連づけるこ と ができ る 。

専門性２

技術的専門知識と

社 会 課 題 の 発 見・

解決能力

【 専門性２ 】

専門分野の技術を 基に， 社会

課題を 発見・ 把握し 的確に理

解し た上で， 課題解決のため

のプ ロ セ ス を デザイ ン する 能

力を身に付けている。

社会課題を 発見・ 把握

する 能力

技術的専門知識を 修得し ， 複雑な社会課題

を特定， 定式化するこ と ができ る。

課題解決のプロ セスを

デザイ ンする能力

持続可能な社会実現のため， 多様な要因を

考慮し ， 解決策を提示するこ と ができ る。

情報力

社会課題解決のた

め の情報収集・ 分

析・ 発信能力

【 情報力】

先端的な 工学の発展を 担う た

め， 社会の要求に 関し ， 情報

の収集と 分析によ っ て 課題を

整理し ， 的確に理解する 能力，

成果を 効果的に発信する 能力

を身に付けている。

情報収集・ 分析能力
情報を 的確に収集し ， データ に基づいて適

切に分析するこ と ができ る。

情報活用・ 発信能力

先端的な工学の発展を担う ため，情報のアッ

プ デート と 品質管理を 行い， データ に基づ

いた判断を 下し ， また， 成果を 効果的に発

信でき る。

行動力１
コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ

ン 能力【 行動力１ 】

様々な 専門分野と の学際的・

国際的な 協力を 行う た めの，

論理的な記述力， 口頭発表力，

討議力等のコ ミ ュ ニ ケーシ ョ

ンスキルを身に付けている。

国際的視野
世界的水準で重要な事象を 理解し 議論でき

る。

コ ミ ュ ニケーショ ン 能

力

論理的かつ効果的な記述， 口頭発表， 討議

ができ る。
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行動力２

仕事の立案遂行及

び総括能力

【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め，

リ ーダ ーシ ッ プ を 発揮し ， 成

果と し て ま と める 能力を 身に

付けている。

立案遂行能力
目標を 設定し ， チームが効果的かつ創造的

に機能する計画を立案遂行でき る。

チーム総括能力
チームを まと め， 協調的かつ包括的な仕事

環境の構築ができ る 。

自己実現力
生涯に 亘る 学習能

力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け，

持続可能な 社会の実現への取

り 組みを 通し て 自己成長する

能力を身に付けている。

継続的学習能力
自主的， 継続的に学習を 続け， 必要に応じ

て新し い知識や技能を取得及び活用でき る。

持続可能な社会へ貢献

する能力

持続可能な社会を 実現する ために生涯に亘

り 自己を高めてゆける。

２ 　 工学部の教育課程編成・ 実施方針

　 工学部は， 上述の学士力を 養う ために， 以下のカ リ キュ ラ ム・ ポリ シーに従っ て教育課程を編成し ， 教育を 実施し ます。

工学部カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー

１ ． 教育課程の編成方針

工学部では， ディ プロ マ・ ポリ シーを 満足する 人材を養成し ます。 そのために， 社会的ニーズの変化に対し て， 柔軟かつ

速やかに対応でき る よ う ， 教育組織は工学科の１ 学科制と し ， その下に系及びコ ースを 設置する こ と により ， 従来の学科の

枠にと ら われない分野横断的な履修を可能と し ています。

カ リ キュ ラ ムは， 教養教育科目と 専門教育科目で構成し ます。 教養教育科目は， 社会人と し て幅広い知識を 修得する ため

の科目と し て設定し ており ， ある 程度専門性を修得し たう えで， 専門性を 生かすために有益と なる 幅広い知識を 身に付ける

こ と ができ る 高年次を 対象と し た科目も 設けています。

専門教育科目は， 特定の高度な知的及び技術的な専門分野を 学ぶも のと し て， 学部共通の専門基礎科目と ， 専門科目に分

けており ， 専門科目はさ ら に系科目と コ ース科目に分けています。 専門基礎科目は， 各専門領域の基礎と なる 授業科目と し

て位置付けており ， 工学の学問・ 研究に必要な基礎学力やグロ ーバルな視点から の学際的な知識を 身に付ける ための科目を

設定し ています。 系科目は系の共通科目で， 各系の専門領域について知識と 技術を 修得し ， 専門技術者と し ての素養を 身に

付ける ための科目です。 コ ース科目では， 系から さ ら に細分化さ れた各コ ースの専門領域についてよ り 深い知識と 技術を 身

に付けるための科目を 設定し ています。

工学部の教育カ リ キュ ラ ムの特徴は， 次の４ 点にあり ます。 ① SDGs を 理解する ための SDGs 科目を 学部共通の教養教育

科目の必修科目と し て履修し ます。 ② Society5.0 実現のために必要不可欠な素養である 数理データ サイ エン ス科目を ， 教

養教育科目と 専門教育科目の枠組みで， いずれも 1 年次に集中し て履修し ます。 ③３ 年次に ELSI（ 倫理的・ 法的・ 社会的

な課題） 教育のための科目を履修し ます。 ④大学院に進学する 学生が博士前期課程の授業を ４ 年次に先取り 履修可能なシス

テムを 設けています。

工学部では， 本学部ディ プロ マ・ ポリ シーに掲げる 能力を 身に付ける ために， 以下の方針によ り 体系的な教育課程を 編成

し ています。

多面的に考える 素養と 能力【 教養１ 】

持続可能な開発目標（ SDGs） に掲げら れている 多様性と 包摂性のある 社会の実現に必要な， 多面的に物事を 考える 素養

と 能力を身に付ける ために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダンス科目， １ ・ ２ 年次には知的

理解， 実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， ３ 年次に高年次教養科目を設定し ています。 特に， 教養教育科目の区分で

開講する SDGs 科目，「 数理・ データ サイ エン スの基礎」， 高年次教養科目の ELSI 教育科目では， Society5. 0 for SDGs の

実現に必要な基礎的能力を 身に付けます。

技術者・ 研究者倫理【 教養２ 】

技術が社会や自然に及ぼす影響や効果， 技術者・ 研究者が社会に対し て負っ ている責任などを 理解し ， 技術者・ 研究者と

し ての倫理能力を身に付けるために， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダン ス科目， １ ・ ２ 年次

に知的理解， 実践知・ 感性， 汎用的技能と 健康， 言語， ３ 年次の高年次教養科目を 設定し ています。 特に， １ 年次の専門基

礎科目の「 工学安全教育」， ２ 年次以降のコ ース科目の演習や実習， ３ 年次の高年次教養科目の ELSI 教育科目では， 工学

系人材と し て不可欠な技術者・ 研究者倫理能力を 身に付けます。

工学系人材と し ての基礎知識の活用能力【 専門性１ 】

数学， 自然科学及び情報・ 数理データ サイ エン スに関する 基礎知識の活用能力を 身に付けるために， 以下の科目を 提供し

ます。 教養教育科目では， １ 年次にガイ ダン ス科目， １ ・ ２ 年次に知的理解の区分で自然科学系科目， ３ 年次に高年次教養

科目を， 専門教育科目では， 1 年次に専門基礎科目（ 専門英語は３ 年次に開講），「 数理・ データ サイ エン ス（ 発展）」 を 設

定し ています。 また， 低学年次に開講する 系科目では， 専門分野の基礎知識の活用能力を 身に付けます。

技術的専門知識と 社会課題の発見・ 解決能力【 専門性２ 】

専門分野の技術を 熟知し ， それを 社会課題の発見と 解決に応用する 能力を身に付ける ために， ２ 年次以降に専門科目を 提

供し ます。 特に， 演習， 実習， 実験科目と 「 特別研究」 では， Society5.0 の実現につながる 実践的な能力を 身に付けます。

社会課題解決のための情報収集・ 分析・ 発信能力【 情報力】

社会の要求に関し ， 情報の収集と 分析によ っ て課題を整理し ， 解決し た課題を 効果的に情報発信する 能力を 身に付ける た

めに， 以下の科目を 提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会連携系科目， 汎用的技

能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ン グ系科目， １ 年次の「 数理・ データ サイ エン スの基礎」， ２ 年次以降に専門科

目の演習， 実習科目， ３ 年次に「 技術表現法」， ４ 年次に「 特別研究」 を 提供し ます。
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コ ミ ュ ニケーショ ン 能力【 行動力１ 】

様々な専門分野と の学際的・ 国際的な協力を 行う ための， 論理的な記述力， 口頭発表力， 討議力等のコ ミ ュ ニケーショ ン

スキルを 身に付ける ために， 以下の科目を提供し ます。 教養教育科目では， １ ・ ２ 年次に実践知・ 感性の区分で実践・ 社会

連携系科目， 汎用的技能と 健康の区分でアカ デミ ッ ク ・ ラ イ ティ ン グ系科目， 言語科目， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実

習科目，３ 年次に「 技術表現法」，専門基礎科目で「 専門英語」 を 提供し ます。 また，海外での語学研修，海外留学やイ ンタ ー

ン シッ プ等のプロ グラ ムを 提供し ます。

仕事の立案遂行及び総括能力【 行動力２ 】

創造的・ 計画的に仕事を 進め， 成果を まと める 能力を 身に付ける ために， ２ 年次以降に専門科目の演習， 実習科目， ４ 年

次に「 特別研究」 を 提供し ます。

生涯に亘る 学習能力【 自己実現力】

自主的， 継続的に学習を 続け， 持続可能な社会の実現への取り 組みを通し て自己成長する 能力を 身に付けるために， ２ 年

次以降に専門科目の演習，実習科目，３ 年次に高年次教養科目，キャ リ ア関連科目を 提供し ます。 特に，海外留学やイ ンタ ー

ン シッ プ等のプロ グラ ムの他， 正課外のボラ ン ティ ア活動等の機会を 積極的に利用する こ と を 推奨し ます。 また， ４ 年次に

「 特別研究」 を 提供し ます。

その他

・ 各授業科目と ディ プロ マ・ ポリ シーに掲げた能力の関係はシラ バスに明示し ます。

・ 学生は２ 年次から コ ースごと に定めら れたカ リ キュ ラ ムで学習し ます。 また， ３ 年次後半ある いは４ 年次から 教育研究

分野（ 研究室） に配属し ます。

・ ３ 年次及び４ 年次へ進級するためには， 系ごと に定めた要件を 満たす必要があり ます。

・ ELSI 教育科目と し て高年次教養科目「 工学倫理」 を提供し ます。

２ ． 教育課程における教育・ 学習方法に関する 方針

１ 年次には教養教育科目と 専門基礎科目を ， ２ 年次から コ ースに分かれて， 専門科目を中心に系科目と コ ース科目を履修

し ます。 ３ 年次には専門科目に加えて高年次教養科目を 履修し ます。 なお， ２ 年次のコ ース分け後も ， 他のコ ースの専門科

目を履修するこ と で幅広い知識が身に付けら れる よう になっ ています。 ３ 年次後半ある いは４ 年次には教育研究分野（ 研究

室） に配属さ れ， ゼミ ナールと 「 特別研究」 によ り 課題発見と 解決に取り 組みます。 授業科目は到達目標に応じ て講義， 演

習， 実習， 実験等により 開講し ます。

３ ． 学習成果の評価方針

学習成果は， 授業の形態（ 講義， 演習， 実習， 実験等） に応じ て， 定期試験， レ ポート ， 授業中の小テスト や発表など各

科目のシラ バスに明記さ れた評価方法に基づき ， 到達目標の達成度を 厳格に判定し ます。
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